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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザ注意報が発令されているため、感染予防を徹底すること。利用者様で不調が有った場合はすぐにマスクの着用を促し、感染拡大予防に努めること。インフルエンザに罹患した場合は、発熱後5日間・解熱後2日間は出勤・通所をしないこと。
・個人情報に関するアンケートが小嶋SGMより各自に送信されているので、1/23（火）までに記入し返信すること。

・2月プログラムテキストの提出は1/19（金）17：00まで。

・佐々木常夫様本日体験利用（13：00～16：00）。

・磯島貴広様体験利用を1/17（水）・1/24（水）実施予定。

1/28（日）退院、訪問看護：1/W（曜日未定）、デイケア：4/W（曜日未定）

　退院後の生活の場はどこになるのか等必要な情報を確認する必要がある。

［研修］
・1/16～17　第8回院内研修

・1/22　看護グループ内研修（対象：介護新人・初級スタッフ）
＜利用者様情報＞
デイケア

・繁名　和恵　様～肩が痛いので休みたいと架電あり、来所を促すも、強く欠席を希望する。世話人に湿布を貼ってもらう際には、衣類の着脱もスムーズに行えており、痛みを訴えることはない。明日は行きますからと話し、欠席している。
・根地戸　恵　様～来所時間になっても来所しないため、本人へ連絡すると、詳細は不明だが、不幸事があったとのことで、1/18（木）もまだ、落ち着かないと思うから休むと話している。来所時、体調等について確認していく。
・関　秀治　　様～レクダンスに参加しているが、曲のテンポに遅れたり、しかめ顔で身体を動かしているため、具合が悪いのか声を掛けるも、「大丈夫です」と話しており、プログラムへの参加は問題ない。駒木洋士様からの電話や外出の誘いに付き合っていて疲れているのではないかと尋ねるが、そんなことはないと話している。

・田端　香織　様～昼食後にお菓子を食べており、テーブルの向いの席にも同じようなお菓子が置いてある。お菓子のやり取りは確認できていないが、やり取りがあった際には、利用のルールについて再度説明していく。
・小泉　晋哉　様～本人より、車の運転中に具合悪くなり、休憩をとるが改善みられず、欠席の連絡あり。先週、母様とその妹様がインフルエンザに罹患したとの情報がありその後の状況確認をしている。母様、妹様は現在は発熱なく仕事に行っており、本人は微熱と軽い寒気のみで受診はしていないとのこと。
・櫻川　貞二　様～来所時右脇腹の痛みを訴えており、状態を確認すると脇腹と背部に直径2～3㎝の範囲に赤い発疹があり。痛みはチクチクした痛みへと変わってきており、現在は衣服がこすれても痛いと話している。皮膚科を受診を勧めると、明日かかりつけの皮膚科医院を受診してみますと話している。
デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、1/13(土）青南病院受診後、帰荘途中、伐採により風景が変わった為か、青風荘へ帰荘できずにいる。周辺を通りかかった方に、自身の連絡カードを見せ青風荘に連絡してもらい、鹿内内科の辺りまで青風荘スタッフが迎えに行っていたとのこと。今後は同行受診することとしている。1/14（日）、15（月）は、気分が高揚している様子が見られている。本日は、食事当番になっており、落ち着かない様子が見られ、食器洗いをしていても、何度も食器を落としていることがある。
・袴田　淑子　様～1/15（月）、歯科受診している。歯の磨き残しがあり、歯茎が腫れていると言われてきたとのこと。次回受診は2/19（月）の予定。
・津嶋　イチ子様～青風荘より情報提供があり、昨日「まだ、右足が痛い」と話しており、湿布を希望し、貼ると痛みの訴えは聞かれなくなる。本日のデイナイトケアでは、右足の痛みについては「今は痛くない。お風呂の後に痛くなる」と話している。引き続き、様子を観察していく。
・大下　良悦　様～青風荘より情報提供あり、本日のリネン交換のことに対して気にしている様子があるとのこと。午後より落ち着かない様子が窺え、昼食のメニューやストーブ、テレビのチャンネル等を気にし、話し掛けることや席を移ることが頻回にあり、声を掛けると「大丈夫です」「なにもないですよ」と早口で答えている。夕食の準備をスタッフと一緒に行っている特定利用者（佐藤ミツ子様）に対して、「もっと早くやらないと間に合わない、時間かかるんだから」と口調強く話す為、介入している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。
・千葉　輝夫　様～昨日は、微熱が見られていたが、本日の体温9：00　36.9℃、11：00　36.6℃と発熱なく経過している。今後も体調を確認していく。
・田中　一　　様～昨日の診察で、就床前薬が変更になっている。昨日のナイトケアの情報で、変更になったと思われる要因について、「強迫神経症がひどくて」と話していたため、本日の状況を尋ねると、「5、6回戻りましたね」「部屋の鍵と電化製品の電源や電気ポットの水の量とか確認してました」「いつも通りですけど、疲れますね」とやや険しい表情で話している。また、先週末頃から徐々に睡眠がとれなくなっていると話しており、昨日は0時ごろに就床し、3時までは眠れなかったとのこと。その後については「眠ってるかもしれないけど、眠ってる感覚はない」と話している。日中の居眠りはないが眠気はある様子。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～普段通りに来所、「今日先生から検査結果教えてもらって、日赤で精密検査してくることになったから」「紹介状作ってもらってから行くからいつ行くかはこれからわかると思う」との報告がある。体調不良は特になく、不安そうな様子も窺えない。「しっかり検査してもらった方が安心だしな」と話す為、しっかりと検査をしてもらうよう促している。

・下妻　貴広　様～やや疲れた表情で過ごしており、寒気がすると言いストーブ前で過ごしている。「今朝、すごく汗をかいて」と話しており、徐々にその理由を話し始めている。本日の2時～4時、グループホームの隣の部屋の人がドンドンと壁をたたき、ブレーカーを落としたりと理解不能な行動をとっており、不安や恐怖感を覚えて朝まで眠れず、その際に脂汗をかいたと話している。対処として、青明舎のオンコールに電話をし、自室の鍵を閉める等の行動をとっており、自分なりに考えて対処したことを評価し、恐怖感を共感している。自身が考え込んでも仕方がないことであると言いながらも、悶々と考えている様子があり、普段よりも口数が多く、不安をぬぐえない様子が窺える。枕元に携帯電話をおいておき、夜間何かがあれば青明舎のオンコールに連絡をする、場合によっては警察に連絡する等を助言している。帰り際には普段通りの表情に戻り、「何もないことを願って帰るよ」と話している。

・村上　元道　様～報告があると話しており、母様や弟様のことについて話している。母様とのお金のやり取りは問題はなく、弟様からお金を貸してと催促されることは現在はないが、弟様の収入が不安定であるため、また無心されるのではないかと話している。自分も自立に向けて動いている為、弟様にも自立して欲しいと思っており、弟様が行っている農業を手伝っている母様を気遣い、母様には引っ越して欲しいと話している。現在、仕事に向けての準備段階であるため、複数の問題は1つずつ着手し、適切な支援者に相談するように助言をしている。

＜プログラム検討会＞
・デイケア：再発予防：お楽しみ会について
　内容について、1/12（金）のプログラムの時間に、参加している利用者様に現在の内容
（DVD観賞とお菓子を食べていること）について尋ねたが、今のままでよいとの意見が多
かった。今後の進め方や内容については、プログラムの目的を確認したうえで、例えば、
内容については、スタッフが決めて、実施の手順などを利用者様に考えてもらい、実施
してもらってはどうか。
・陶芸プログラム実施について

2月スタートできるように現在準備中。慶長JGMが企画書を提出予定。
実施日は第2・第4火・木　13時からを予定している。デイナイトケアでも希望者があ
れば、実施日の検討が必要。
